
水
産
物
安
定
供
給
推
進
機
構

専
務
理
事
兼
事
務
局
長

坂
　

井
　

眞
　

樹
　

寄
稿

①

水
産
加
工
原
材
料
の

国
産
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と
平
準
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水
産
加
工
原
材
料
の

国
産
化
と
平
準
化
　

水
産
加
工
原
材
料
の

国
産
化
と
平
準
化
　

水
産
加
工
原
材
料
の

国
産
化
と
平
準
化
　

直
撃
す
る
輸
入
の
減
少

拡
大
す
る
水
産
貿
易
赤
字

減
少
し
た

の
冷
凍
魚

困
難
さ
増
す
原
材
料
調
達

３
月
訪
日
客
コ
ロ
ナ
前

％


万
人
回
復
に
力
強
さ
政府観光局

Ｃ
Ｏ
２


削
減
へ

ブ
ル

カ

ボ
ン
共
同
研
究
開
始

九
州
大
学
・
ト
ヨ
タ
九
州

日本アクセス、食育活動表彰で

小学生対象の乾物授業

消費・安全局長賞受賞

船員の体験記、写真など募集

５月９日締め切り　船員災害防止協会

日
本
海
春
漁
は
減
少
か

道
北
日
本
海
│

オ
ホ

ツ
ク
海
　

マ
ガ
レ
イ
漁
況
予
測

３月期決算で
特別損失計上
はごろもフーズ

人
事
異
動

２（第３種郵便物認可） ２０２３（令和５）年４月２５日（火曜日）
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第類 魚並びに甲殻類、軟体動物及びその他の水棲無脊椎
動物

． 魚（生きているものに限る。）

． 魚（生鮮のもの及び冷蔵したものに限るものとし、第．
項の魚のフィレその他の魚肉を除く。）

．．－ 　　　きはだまぐろ

．．－ 　　　かつお

．．－ 　　　めばちまぐろ

． 魚（冷凍したものに限るものとし、第．項の魚のフィレ
その他の魚肉を除く。）

．．－ 　　　きはだまぐろ

．．－ 　　　かつお

．．－ 　　　めばちまぐろ

．
魚のフィレその他の魚肉（生鮮のもの及び冷蔵し又は冷凍
したものに限るものとし、細かく切り刻んであるかないか
を問わない。）

．．－ 　　　きはだまぐろ（冷凍フィレ）

．．－ 　　　めばちまぐろ（冷凍フィレ）

．．－ 　　　かつお（冷凍フィレ）

．
魚（乾燥し、塩蔵し又は塩水漬けしたものに限る。）及びく
ん製した魚（くん製する前に又はくん製する際に加熱によ
る調理をしてあるかないかを問わない。）

．

甲殻類（生きているもの、生鮮のもの及び冷蔵し、冷凍し、
乾燥し、塩蔵し又は塩水漬けしたものに限るものとし、殻
を除いてあるかないかを問わない。）、くん製した甲殻類
（殻を除いてあるかないか又はくん製する前に若しくはく
ん製する際に加熱による調理をしてあるかないかを問わ
ない。）及び蒸気又は水煮による調理をした殻付きの甲殻
類（冷蔵し、冷凍し、乾燥し、塩蔵し又は塩水漬けしたもの
であるかないかを問わない。）

．

軟体動物（生きているもの、生鮮のもの及び冷蔵し、冷凍し、
乾燥し、塩蔵し又は塩水漬けしたものに限るものとし、殻
を除いてあるかないかを問わない。）及びくん製した軟体
動物（殻を除いてあるかないか又はくん製する前に若しく
はくん製する際に加熱による調理をしてあるかないかを
問わない。）

．

水棲無脊椎動物（生きているもの、生鮮のもの及び冷蔵し、
冷凍し、乾燥し、塩蔵し又は塩水漬けしたものに限るもの
とし、甲殻類及び軟体動物を除く。）及びくん製した水棲無
脊椎動物（甲殻類及び軟体動物を除くものとし、くん製す
る前に又はくん製する際に加熱による調理をしてあるか
ないかを問わない。）

． 魚並びに甲殻類、軟体動物及びその他の水棲無脊椎動物の
粉、ミール並びにペレット（食用に適するものに限る。）

第類 肉、魚、甲殻類、軟体動物若しくはその他の水棲無脊
椎動物又は昆虫類の調製品

． 魚（調製し又は保存に適する処理をしたものに限る。）、キ
ャビア及び魚卵から調製したキャビア代用物

． 甲殻類、軟体動物及びその他の水棲無脊椎動物（調製し又
は保存に適する処理をしたものに限る。）

第類
天然又は養殖の真珠、貴石、半貴石、貴金属及び貴金
属を張つた金属並びにこれらの製品、身辺用模造細
貨類並びに貨幣

．
天然又は養殖の真珠（加工してあるかないか又は格付けし
てあるかないかを問わないものとし、糸通しし又は取り付
けたものを除く。ただし、天然又は養殖の真珠を輸送のた
めに一時的に糸に通したものを含む。）

水産物計 生きている魚

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍）

　かつお・まぐろ類（生・蔵・凍）

　　かつお類（生・蔵・凍）

　　まぐろ類（生・蔵・凍）

　　　きはだまぐろ（生・蔵・凍）

　　　めばちまぐろ（生・蔵・凍）

塩乾水産物

水産調製品

　水産缶詰等

　水産調製品（気密以外）

魚油　海獣油

真珠

その他の水産物

　海綿

　魚粉

　寒天

農林水産物輸出入状況（農林水産省）

図表　貿易統計（財務省）　
急
速
に
進
行
し
た
円
安
の

影
響
も
あ

て

２
０
２
２

年
の
水
産
物
輸
出
額
は
前
年

よ
り
３
割
近
く
増
加
し
史
上

最
高
額
を
記
録
し
た
一
方


水
産
物
輸
入
額
も
ほ
ぼ
同
じ

伸
び
率
で
増
加
し

水
産
物

貿
易
の
入
超
額
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
る

特
に

水
産

物
輸
入
の
多
く
を
占
め
る
加

工
原
材
料
用
魚
に
つ
い
て

は

年
々
輸
入
量
が
減
少
し

て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず

輸
入
金
額
は
大
き
く
増
加
し

て
い
る

年
々
単
価
が
上
が

り
調
達
が
困
難
に
な

て
き

て
い
る
の
だ


　
当
機
構
が
行

た
調
査
に

よ
る
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

な
ど
の
影
響
も
あ

て

水

産
加
工
事
業
者
の
間
で
加
工

原
材
料
と
し
て
国
産
水
産
物

を
求
め
る
声
が
強
ま

て
き

て
い
る

期
待
が
高
ま

て

い
る
国
産
原
材
料
魚
に
つ
い

て
は

サ
バ
や
サ
ン
マ
の
不

漁
が
続
い
て
い
る
が

マ
イ

ワ
シ
や
サ
ケ

ニ
シ
ン
の
よ

う
に
漁
獲
量
が
増
加
傾
向
に

あ
る
魚
種
も
存
在
し
て
い

る

し
か
し

産
地
の
加
工

処
理
能
力
が
大
き
く
低
下
し

て
い
る
う
え
に

海
洋
環
境

の
変
動
の
影
響
も
あ

て


予
想
外
の
産
地
で
水
揚
げ
が

集
中
す
る
こ
と
も
多
く

加

工
原
材
料
魚
と
し
て
十
分
に

活
用
で
き
て

い
な
い
現
実

が
あ
る


　
製
品
の
安

定
供
給
は
取

引
関
係
の
維
持
に
必
須
で
あ

り

在
庫
商
売
と
も
呼
ば
れ

る
水
産
加
工
業
に
と

て


原
材
料
魚
の
調
達
は
ま
さ
に

死
活
問
題
で
あ
る

電
気
料

金
の
値
上
げ
は

加
工
機
器

だ
け
で
な
く
冷
凍
庫

冷
蔵

庫
を
抱
え
る
水
産
加
工
事
業

者
を
直
撃
し
て
い
る

水
産

加
工
業
が
衰
退
す
れ
ば

国

民
の
食
生
活
を
支
え
る
水
産

加
工
品
の
供
給
に
支
障
が
生

じ
る

史
上
最
高
額
の
貿
易

赤
字
を
記
録
す
る
中
で

輸

入
品
に
ば
か
り
頼
る
こ
と
は

で
き
な
い

水
産
加
工
業
が

衰
退
す
れ
ば

重
要
な
販
路

を
失
う
漁
業
の
衰
退
に
つ
な

が
り

わ
が
国
の
食
料
安
全

保
障
に
大
き
な
懸
念
が
生
じ

て
し
ま
う


　
本
稿
で
は

加
工
原
材
料

魚
輸
入
の
現
状
や
今
後
の
見

通
し

国
産
原
材
料
魚
の
抱

え
る
問
題
を
分
析
す
る
と
と

も
に

加
工
原
材
料
魚
の
国

産
化
を
進
め

わ
が
国
の
水

産
加
工
業
の
存
立
基
盤
を
確

保
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化

や
食
料
安
全
保
障
の
向
上
を

図
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
政

策
的
対
応

具
体
的
に
は
平

準
化
事
業
が
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
検
討
し
た
い


　
農
林
水
産
省
は

毎
月


財
務
省
が
公
表
し
て
い
る
貿

易
統
計
を
基
に

わ
が
国
の

農
林
水
産
物
輸
出
入
情
報
を

取
り
ま
と
め
て
公
表
し
て
い

る

貿
易
統
計
は
関
税
分
類

に
基
づ
い
て
集
計
さ
れ
て
い

て

水
産
物
は
主
と
し
て
第

３
類
の
﹁
魚
な
ら
び
に
甲
殻

類

軟
体
動
物
お
よ
び
そ
の

他
の
水
棲
無
脊
椎
動
物
﹂
と

し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
が


水
産
缶
詰
な
ど
の
高
次
水
産

加
工
品
は
第

類
の
﹁
肉


魚

甲
殻
類

軟
体
動
物
若

し
く
は
そ
の
他
の
水
棲
無
脊

椎
動
物
又
は
昆
虫
類
の
調
製

品
﹂
に
含
ま
れ
る

主
要
輸

出
品
目
で
あ
る
真
珠
は

第


類
に
貴
金
属
と
と
も
に
分

類
さ
れ
て
い
る

第
３
類
も

輸
出
入
時
の
形
状
に
よ


て

生
鮮
・
冷
蔵
の
も
の


冷
凍
の
も
の

フ

レ

そ

の
他
の
魚
肉
な
ど
に
細
分
さ

れ
て
い
る


　
図
表
１
を
み
れ
ば
明
ら
か

な
よ
う
に

専
門
性
の
高
い

分
類
形
式
に
基
づ
い
て
い
る

た
め

貿
易
統
計
を
み
て
も

水
産
物
貿
易
の
現
状
を
把
握

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い

農
林
水
産
省
で
は

貿

易
統
計
を
品
目
別
に
編
集
し

て

一
般
に
分
か
り
や
す
い

形
式
で
公
表
し
て
い
る

例

え
ば

日
本
へ
の
品
目
別
輸

入
額
が
い
ち
ば
ん
多
い
サ
ケ

・
マ
ス
に
つ
い
て
は

貿
易

統
計
で
は

生
鮮
・
冷
蔵
の

も
の
と
冷
凍
の
も
の
が
別
項

目
に
集
計
さ
れ
て
い
る
デ


タ
を

サ
ケ
・
マ
ス
︵
生
・

蔵
・
凍
︶
と
ま
と
め
て
表
示

し

輸
出
入
額
の
総
額
と
と

も
に
主
要
な
輸
出
先
国

輸

入
先
国
別
の
輸
出
入
額
も
整

理
し
て

世
界
の
水
産
物
貿

易
に
お
け
る
わ
が
国
の
位
置

付
け
が
分
か
る
よ
う
に
し
て

い
る


　
２
月
に
公
表
さ
れ
た
農
林

水
産
物
輸
出
入
情
報
に
よ
れ

ば


年
の
わ
が
国
の
水
産

物
輸
出
額
は

対
前
年
比


・
５
％
と
大
き
く
増
加
し
３

８
７
３
億
円
と
史
上
最
高
額

を
記
録
し
て
い
る

最
近


年
間
の
水
産
物
輸
出
額
の
推

移
を
み
る
と

世
界
的
な
水

産
物
需
要
の
高
ま
り
を
背
景

に
増
加
基
調
に
あ

て

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影

響
で

年
に
大
き
く
減
少
し

た
も
の
の

コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
需
要
の
回
復
や
急
速
に
進

ん
だ
円
安
の
影
響
に
よ


て


年


年
と
大
幅
な

増
加
を
記
録
し
て
い
る
︵
図

表
２
︶


　
一
方

貿
易
の
も
う
一
つ

の
側
面
で
あ
る
水
産
物
輸
入

額
の
動
向
を
み
る
と

輸
出

額
と
同
様
に


年
に
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
減
少
し
た
あ

と

こ
こ
２
年
大
き
く
増
加

し
て
い
る


年
の
対
前
年

の
伸
び
率
は

・
２
％
と
輸

出
額
の
伸
び
率
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る

周
知
の
よ
う
に


わ
が
国
の
水
産
物
輸
入
額
は

輸
出
額
を
大
き
く
上
回

て

い
る

ほ
ぼ
同
じ
伸
び
率
を

記
録
し
た
こ
と
で

輸
入
額

は
２
兆
６
６
５
億
円
と
な


て

水
産
物
の
入
超
額

水

産
物
貿
易
赤
字
は
前
年
か
ら

３
６
９
３
億
円
増
加
し
て
い

る

輸
出
額
３
８
７
３
億
円

が
ほ
ぼ
帳
消
し
に
な
る
よ
う

な
大
幅
な
増
額
で
あ
る
︵
図

表
３
︶


　
わ
が
国
の
水
産
物
輸
入

は

国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ


ズ
を
充
足
す
る
た
め
に
行

わ
れ
て
い
る

消
費
者
の
食

生
活
を
よ
り
豊
か
な
も
の
と

す
る
こ
と
に
貢
献
し
ま
た


水
産
加
工
業
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
原
材
料
魚
を
供
給

し
て
い
る

水
産
物
輸
入
を

貿
易
収
支
の
観
点
か
ら
だ
け

で
は
論
じ
る
こ
と
は
適
切
で

は
な
い
し

今
後
と
も
安
定

的
な
水
産
物
輸
入
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な

い


　
し
か
し

最
近
の
水
産
物

の
輸
入
事
情
を
み
る
と

入

超
額
が
大
幅
に
増
加
す
る
一

方
で

水
産
物
輸
入
の
多
く

を
占
め
る
加
工
原
材
料
用
魚

に
つ
い
て
は

年
々
単
価
が

上
が
り
調
達
が
困
難
に
な


て
き
て
い
る

今
後
の
安
定

的
供
給
に
懸
念
が
強
ま

て

い
る
の
だ


　
農
林
水
産
省
の
農
林
水
産

物
輸
出
入
の
概
況
に
よ
れ

ば

水
産
物
輸
入
は

水
産

物︵
生
鮮
・
冷
蔵
・
冷
凍
︶

塩
乾
水
産
物

水
産
調
製
品

︵
水
産
缶
詰
な
ど
︶魚
油


真
珠
な
ど
に
分
類
さ
れ
て
い

て
︵
図
表
１
︶


年
の
輸

入
額
は
２
兆
６
６
５
億
円
と

な

て
い

る

こ
れ
ら

の
分
類
の
中

で
は

水
産

物
︵
生
鮮
・

冷
蔵
・
冷
凍
︶の
輸
入
が
最
も

多
く
１
兆
４
３
１
６
億
円


品
目
別
で
は

サ
ケ
・
マ
ス

︵
生
鮮
・
冷
蔵
・
冷
凍
︶
の

輸
入
が
最
も
多
く
２
２
０
６

億
円
で
あ
る


　
輸
入
が
最
も
多
い
水
産
物

︵
生
鮮
・
冷
蔵
・
冷
凍
︶
に

は

貿
易
統
計
の
第
３
類
の

９
つ
の
細
分
類
の
う
ち
の
３

つ
の
分
類

３
０
２
類
︵
生

鮮
・
冷
蔵
魚
︶

３
０
３
類

︵
冷
凍
魚
︶
お
よ
び
３
０
４

類
︵
フ

レ

そ
の
他
の
魚

肉
︶
が
含
ま
れ
て
い
る



年
の
輸
入
額
は
３
０
２
類

︵
生
鮮
・
冷
蔵
魚
︶
が
３
３

０
３
億
円

３
０
３
類
︵
冷

凍
魚
︶
が
４
２
６
２
億
円


３
０
４
類
︵
フ

レ

そ
の

他
の
魚
肉
︶
が
４
８
６
５
億

円

３
分
類
の
合
計
で
１
兆

２
４
３
０
億
円
と
な

て
お

り

こ
れ
ら
３
分
類
の
輸
入

が

水
産
物
︵
生
鮮
・
冷
蔵

・
冷
凍
︶
の
輸
入
の
大
宗
を

占
め
て
い
る


　
３
分
類
の
う
ち

３
０
２

類
︵
生
鮮
・
冷
蔵
魚
︶
は
鮮

度
を
生
か
し
た
利
用
が
さ
れ

る
こ
と
か
ら

ま
た

３
０

４
類
︵
フ

レ

そ
の
他
の

魚
肉
︶
は
製
品
に
近
い
形
態

で
輸
入
さ
れ
る
こ
と
か
ら


国
内
で
加
工
が
行
わ
れ
る
と

し
て
も
簡
易
な
も
の
に
と
ど

ま
る
と
推
定
さ
れ
る

し
た

が

て

国
内
で
製
造
さ
れ

る
高
次
加
工
品
を
含
む
水
産

加
工
品
の
輸
入
原
材
料
と
し

て
重
要
性
が
高
い
の
は

３

０
３
類
︵
冷
凍
魚
︶
で
あ

る


　
３
０
３
類
︵
冷
凍
魚
︶
の

最
近

年
間
の
輸
入
数
量
・

金
額
の
推
移
を
示
し
た
の
が

図
表
４
で
あ
る

輸
入
数
量

が
年
々
減
少
し

年
に
は


年
間
で
最
小
で
あ
る
の
に
対

し

輸
入
額
は
最
大
に
な


て
い
る

品
目
別
で
輸
入
額

ト

プ
の
サ
ケ
・
マ
ス
︵
冷

凍
︶
に
つ
い
て
も

同
様
に


年
の
輸
入
数
量
が

年
間

で
最
小

輸
入
金
額
が
最
大

と
な

て
い
る︵
図
表
５
︶

輸
入
加
工
原
材
料
の
調
達
が

数
量
面
で
も

調
達
コ
ス
ト

面
で
も
難
し
く
な

て
い
る

の
が
明
ら
か
で
あ
る


︵
つ
づ
く
︶

　
九
州
大
学
と
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
︵
ト
ヨ
タ
九
州

福
岡
・
宮
若
市
︶
は

日

ブ
ル

カ

ボ
ン
創
出

の
技
術
開
発
に
向
け
た
共
同
研
究
を
開
始
し
た
こ
と
を
発
表
し
た

福
岡
県
内
の
Ｊ
Ｆ
宗
像
漁
協
や
Ｊ
Ｆ
遠
賀

漁
協
の
周
辺
海
域
で
実
証
実
験
を
進
め

将
来
的
に
漁
業
者
の
収
入
源
確
保
に
つ
な
げ
る
狙
い
だ


　㈱日本アクセスは、同社が取り組む
食育授業が農林水産省の「第回食育
活動表彰」の教育関係者・事業者部門
で「消費・安全局長賞」を受賞したと
発表した。
　同社は小学生を対象とした食育授業
を同社の強みである「乾物」をテーマ
に社会貢献活動として毎年継続して実
施している。年月には東京・品
川区で「乾物」と「海苔」をテーマに
開催。麩（ふ）のラスク作りやノリの
食べ比べなどを行った。
　農林水産省は、食育を推進するため
には農林漁業、食品製造・販売などそ
のほかの事業活動、教育活動、ボラン
ティア活動を通じて食育の取り組みが
全国で幅広く行われることが重要だと
して、その功績をたたえる表彰を行っ
ている。今年は富山県で月日に開
催予定の第回食育推進全国大会で表
彰式が行われる予定。

　
船
員
災
害
防
止
協
会
は
９

月
の
船
員
労
働
安
全
衛
生
月

間
で
使
用
す
る
体
験
記
や
意

見

標
語

写
真
を
募
集
し

て
い
る

応
募
期
間
は
５
月

９
日
ま
で

優
秀
作
品
に
は

賞
金
が
贈
ら
れ
る
︵
写
真
は

昨
年
の
和
文
ポ
ス
タ

︶


　
体
験
記
・
意
見
は
２
０
０

０
文
字
程
度
で

船
内
で
実

際
に
あ

た
出
来
事
や
解
決

策
を
募
る

ワ

ド
で
執
筆

し

電
子
メ

ル
で
送
付


優
秀
賞
︵
１
作
品
︶
は
３
万

円

佳
作
︵
複
数
︶
に
は
Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ

ド
６
０
０
０
円
分

を
贈
呈
す
る


　
標
語
は
船
員
の
安
全
や
衛

生

船
内
融
和
な
ど
を
啓
発

す
る
和
文

英
文
で
募
集
す

る

複
数
の
優
秀
作
品
を
標

語
ポ
ス
タ

に
し
て
配
布

し

１
作
品
を
同
月
間
の
ス

ロ

ガ
ン
に
採
用
す
る

優

秀
賞
は
１
万
円

佳
作
は
Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ

ド
３
０
０
０
円

分


　
写
真
は
労
働
安
全
衛
生
の

関
連
や
家
族
の
視
点
か
ら
見

た
船
員
で

優
秀
作
品
２
点

を
ポ
ス
タ
︵
英
文
・
和
文
︶

に
採
用
す
る

採
用
さ
れ
た

作
品
は
３
万
円

同
会
機
関

誌
の
表
紙
に
な

た
作
品
に

は
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ

ド
３
０
０
０

円
分
を
贈
呈
す
る

写
真
は

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
で

電
子
メ

ル

送
付
ま
た
は
デ

タ
保
存
し

た
Ｃ
Ｄ
を
郵
送
す
る


　
▽
問
い
合
わ
せ
先
お
よ
び

送
付
先

〠
１
０
２

０
０

８
３

東
京
都
千
代
田
区
麹

町
４

５

海

事
セ
ン
タ

ビ

ル
４
階

船
員

災
害
防
止
協
会

月
間
係

☎
０

３

３
２
６
３


０
９
１
８


電
子
メ

ルh

ptanto@sens
aibo.or.jp

　
︻
静
岡
︼
は
ご
ろ
も
フ


ズ
㈱
︵
静
岡
市
︶
は

日


取
締
役
会
を
開
き

２
０
２

３
年
３
月
期
の
通
期
連
結
決

算
で
約
８
億
８
０
０
０
万
円

の
特
別
損
失
を
計
上
す
る
こ

と
を
決
め
た


　
削
節
な
ど
の
乾
物
製
品
が

原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ

価
格

の
高
騰

為
替
相
場
の
変
動

な
ど
に
よ
り
売
上
原
価
が
大

幅
に
上
昇
す
る
一
方

消
費

者
の
生
活
防
衛
意
識
の
高
ま

り
な
ど
か
ら
販
売
が
低
迷
し

て
収
益
性
が
低
下
し
た

こ

れ
ら
に
よ
り
乾
物
製
品
群
に

関
わ
る
固
定
資
産
に
つ
い
て

会
計
基
準
に
基
づ
き

減
損

損
失
を
計
上
す
る


　
ま
た


年
３
月
期
の
通

期
連
結
業
績
予
想
に
つ
い
て

は

﹁
ほ
か
の
要
因
を
含
め

精
査
中
で

見
通
し
が
つ
き

次
第

開
示
す
る
﹂
と
し
て

い
る


ドローンを飛ばすトヨタ九州の担当者

　
◆
極
洋
　
︵
５
月
１
日
︶

　
▽
極
洋
商
事
㈱
代
表
取
締

役
会
長
兼
社
長
　
松
行
健
一

︵
極
洋
商
事
㈱
代
表
取
締
役

会
長
︶
▽
キ

ク
ヨ

フ


ズ
㈱
代
表
取
締
役
会
長
　
熊

木
敏
也
︵
キ

ク
ヨ

フ


ズ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
︶
▽

キ

ク
ヨ

フ

ズ
㈱
代
表

取
締
役
社
長
　
酒
巻
俊
幸

︵
極
洋
商
事
㈱
代
表
取
締
役

社
長
︶

　
日
本
政
府
観
光
局
が

日

発
表
し
た
３
月
の
訪
日
外
国

人
数
︵
推
計
値
︶
は

前
年

同
月
比
約

倍
の
１
８
１
万

７
５
０
０
人
と
な

た

２

月
︵
約
１
４
７
万
人
︶
か
ら

大
幅
に
伸
び

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
前
の
２
０
１
９

年
３
月
と
の
比
較
で
は

・

８
％
の
水
準
ま
で
持
ち
直
し

た

ア
ジ
ア
に
加
え

米
欧

豪
や
中
東
地
域
か
ら
の
訪
日

客
増
加
が
貢
献
し
た


　
桜
の
季
節
を
迎
え

訪
日

需
要
が
高
ま

た
こ
と
や


国
際
ク
ル

ズ
船
の
運
航
再

開
も
寄
与
し
た

中
国
政
府

に
よ
る
訪
日
旅
行
制
限
の
影

響
で
低
迷
が
続
く
中
国
︵
香

港
・
マ
カ
オ
以
外
︶
を
除
け

ば

回
復
率
は

・
２
％
に

達
し
た

昨
年
秋
の
大
幅
な

水
際
対
策
緩
和
後
の
回
復
が

力
強
さ
を
増
し
て
き
た


　
国
・
地
域
別
の
訪
日
客
数

は

韓
国
が

万
６
８
０
０

人
と
最
多
で

台
湾
︵

万

８
９
０
０
人
︶

米
国
︵


万
３
０
０
０
人
︶

香
港

︵

万
４
９
０
０
人
︶
と
続

い
た

米
国
は

年
３
月
比


・
０
％
増

英
国
や
ド
イ

ツ

イ
タ
リ
ア

ス
ペ
イ
ン

は
そ
れ
ぞ
れ
約



％
減

ま
で
回
復
し
た

コ
ロ
ナ
禍

前
に
全
体
の
３
割
程
度
を
占

め
た
中
国
は

・
０
％
減
の

７
万
５
７
０
０
人
に
と
ど
ま


て
い
る


　
一
方

観
光
庁
が

日
発

表
し
た
１

３
月
期
の
訪
日

外
国
人
消
費
額
は

年
同
期

比

・
９
％
減
の
１
兆
１
４

６
億
円
だ

た


　
５
月
８
日
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
症
法
上
の
扱
い
が

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
じ
﹁
５
類
﹂
に
移
行
し


ワ
ク
チ
ン
関
連
の
水
際
対
策

も
終
了
す
る

旅
行
業
界
か

ら
は﹁
メ
リ

ト
は
大
き
い
﹂

と
期
待
が
高
ま
る


　
共
同
研
究
は
３
年
計
画

で

ブ
ル

カ

ボ
ン
の
開

発
技
術
を
確
立
し

最
大
１

０
０
０

の
二
酸
化
炭
素

︵
Ｃ
Ｏ

︶削
減
を
目
指
す


漁
業
者
が
ク
レ
ジ

ト
創
出

者

ト
ヨ
タ
九
州
が
購
入
者

と
な
り

持
続
可
能
な
藻
場

の
保
全
活
動
を
目
標
に
し
て

い
る


　
現
在
は
ド
ロ

ン
や
潜
水

調
査
に
よ
り

藻
場
の
生
息

域
お
よ
び
再
生
重
点
エ
リ
ア

を
漁
業
者
と
連
携
し
な
が
ら

調
べ
て
い
る

同
時
に
天
然

ワ
カ
メ
の
胞
子
が
付
着
で
き

る
ロ

プ
の
設
置
に
も
取
り

掛
か
る


　
ニ
チ
モ
ウ
㈱
が
製
造
す
る

植
物
由
来
素
材
の
ロ

プ
や

麻
縄

化
学
製
品
の
ロ

プ

を
使
用
す
る

そ
れ
ぞ
れ



の
長
さ
に
カ

ト
し

合

計
１
０
８
本
を
福
津
市
の
津

屋
崎
沿
岸
に
設
置
す
る

ワ

カ
メ
胞
子
が
付
着
し
た
ロ


プ
は

磯
焼
け
エ
リ
ア
の
岩

に
結
び
付
け
る
計
画
だ


　
ブ
ル

カ

ボ
ン
の
研
究

は

ト
ヨ
タ
九
州
が
２
０
３

５
年
ま
で
に
自
動
車
製
造
工

場
の
カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ

ル
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
着
目
し
た

当
初
は

オ
フ
セ

ト
を
目
的
に

九

州
大
学
と
技
術
開
発
に
踏
み

切

た


　
し
か
し
実
際
に
漁
村
に
訪

れ
る
と

こ
れ
ま
で
藻
場
を

管
理
し
て
き
た
漁
業
者
は


磯
焼
け
や
漁
獲
量
の
減
少
で

苦
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
る

﹁
﹃
地

域
貢
献
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
に
し
た
い
﹄
と
目
的
意
識

が
変
わ

て
き
て
い
る
﹂
と

九
州
大
学
の
栗
田
喜
久
准
教

授
は
分
析
す
る


　
両
漁
協
で
磯
焼
け
研
究
を

行

て
き
た
栗
田
准
教
授

は

﹁
補
助
金
頼
み
の
藻
場

保
全
活
動
は

安
定
し
た
取

り
組
み
と
は
言
い
難
い
﹂
と

指
摘
す
る

一
方

そ
こ
に

企
業
が
関
わ
る
こ
と
で
﹁
ク

レ
ジ

ト
化
に
向
け
た
ス
タ


ト
ア

プ
の
資
金
と
技
術

が
得
ら
れ
る
﹂
と

メ
リ


ト
の
大
き
さ
に
期
待
を
込
め

る


　
さ
ら
に﹁
将
来
的
な
展
望
﹂

と
前
置
き
し
た
う
え
で


﹁
独
自
に
国
際
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
の
報
告
に
使
え
る
ク
レ
ジ


ト
を
目
指
し
た
い
﹂
と
力

強
く
語

た


　
共
同
研
究
は

宗
像
漁
協

・
津
屋
崎
支
所
や
遠
賀
漁
協

・
波
津
本
所
が
研
究
連
携
パ


ト
ナ

と
な
る
ほ
か

福

岡
県
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ



ニ
チ
モ
ウ

福
岡
県
立

水
産
高
校
と
も
連
携
し
て
取

り
組
む


　
︻
札
幌
︼
道
総
研
稚
内
水

産
試
験
場
と
網
走
水
産
試
験

場
は
こ
の
ほ
ど

道
北
日
本

海
│
オ
ホ

ツ
ク
海
の
２
０

２
３
年
度
マ
ガ
レ
イ
漁
況
予

測
を
発
表
し
た


　
同
海
域
の
マ
ガ
レ
イ
は
日

本
海
で
生
ま
れ

そ
の
多
く

は
卵
│
仔
魚
期
に
オ
ホ

ツ

ク
海
に
輸
送
さ
れ

未
成
魚

期
の
２

３
年
間
を
過
ご
し

た
あ
と

成
熟
の
進
行
に
伴

い
日
本
海
へ
戻
る

こ
の
た

め

漁
獲
の
中
心
は
オ
ホ


ツ
ク
海
が
２

３
歳
魚

日

本
海
が
３
歳
以
上
と
な
る


　
毎
年
夏
に
オ
ホ

ツ
ク
海

沿
岸
で
行
わ
れ
る
幼
魚
調
査

か
ら
得
ら
れ
る
１
歳
の
加
入

量
指
数
に
基
づ
く

年
度
の

年
齢
別
資
源
豊
度
は

▽
２

歳
魚
︵

年
級
群
︶

普
通

▽
３
歳
魚
︵

年
級
群
︶


非
常
に
少
な
い
▽
４
歳
魚

︵

年
級
群
︶

少
な
い
▽

５
歳
魚
︵

年
級
群
︶

普

通
▽
６
歳
魚
︵

年
級
群
︶


非
常
に
少
な
い

と
判
断

さ
れ
て
い
る


　
前
年
度
と
比
べ

２
歳
魚

の
豊
度
は
増
加

漁
獲
の
主

体
と
な
る
３

５
歳
魚
の
豊

度
は
同
程
度

６
歳
魚
は
減

少
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら

日
本
海
は
春
漁
︵
４


６
月
︶
が
減
少

冬
漁

︵

月

翌
年
２
月
︶
は
横

ば
い

オ
ホ

ツ
ク
海
は
夏

漁︵
５

８
月
︶が
横
ば
い


秋
漁
︵
９


月
︶
が
微
増

で
推
移
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る


　
同
海
域
の
マ
ガ
レ
イ
漁
獲

量
は
漸
減
傾
向
を
示
し
て
お

り


年
度
は

月
末
時
点

で
前
年
同
期
よ
り

％
ほ
ど

減
少
し
て
い
る


乾物を使った食育授業。ノリの３種
類食べ比べと刻みノリ作り


